高等学校公民科(政治経済)学習指導案
指導教諭　　　　　　　　　㊞
実習生　　　　　　　　　㊞
１、日時　　　　　平成　　年　　月　　日(　　)　　　時限
２、対象クラス　　　年　　組　　(男子　　名　　女子　　名　　計　　名)
３、単元　　　　　社会保障制度の充実
４、単元目標　　　各国や日本の社会保障制度が確立してきた経緯を理解させると同時に、日本の社会保障制度を理解させ、現在どのような問題や課題があるかを考えさせる。
５、小単元の指導計画
　　　　　　　　(１)社会保障の歩み・各国の社会保障制度　　　　　　1時間(本時)　
　　　　　　　　(２)日本の社会保障制度・社会保障制度の課題　　　　1時間　
６、本時の目標　　・社会保障の共通理念の基盤ができた経緯を理解させる。
　　　　　　　　　・日本や各国で社会保障がどのように成立したか理解させる。
７、教材　　　　　第一学習社「高等学校　改訂版　政治・経済」
　　　　　　　　　第一学習社「最新　政治・経済資料集2009」
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	導入

5分
	・社会保障への興味・関心
・本時の学習内容の確認
	病院での医療費など、身近な社会保障を考える。
本時で社会保障制度のできた経緯を学ぶことを知る。
	生徒の身近にどんな社会保障があるか質問する。
	

	展開

40分
	１、社会保障の歩み
　　①救済から保障へ

　　②ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ宣言

　　③世界人権宣言
　・今日の社会保障制度、社会保険と公的扶助(２本の柱)の確立

２、各国の社会保障制度
　　①ドイツ
ビスマルクによる

「アメとムチの政策」
　　
　・社会主義者鎮圧法
　　　・疾病保険法

　　
②イギリス

　　　・エリザベス救貧法

　　　・ベバリッジ報告

　
　③アメリカ

　　　・社会保障法

　　④日本

戦前

　・恤救規則

　戦後

　・生存権

	教科書１の範囲　　音読
◆社会保障制度のできた経緯を理解する。
・貧困は個人の責任から、社会全体の責任という考えの移り変わりにより政府が国民の最低限度の生活を保障するようになったことを理解する。

・社会保障の基本理念の基盤がフィラデルフィア宣言と世界人権宣言により国際的に示され、確認されたこと理解する。
　・今日の社会保障制度は、社会保険と公的扶助による総合した制度になっていることを理解する。

教科書２の範囲　　音読

◆各国で社会保障が成立する過程を理解する。

　　・ドイツではビスマルクによる社会主義者鎮圧法(1878年)によって労働運動を弾圧しつつ、疾病保険法(1883年)で貧困に陥ることを社会全体で防ぐ政策をし、世界で初めて社会保険制度を作ったことを理解する。
　　
・イギリスでは、エリザベス救貧法が労働能力のない高齢者や病人への救済という形で、貧困者を救済する公的扶助が始まったことを理解する。

・ベバリッジ報告で「ゆりかごから墓場まで」のスローガンを掲げ、国家が最低限度の生活を保障する内容が決まったことを理解する。

　　・アメリカでは、ニューディール政策の一環で社会保障法が制定され、社会保険・公的扶助が始まったことを理解する。
　　　

　　・日本では、戦前に恤救規則により労働能力のない高齢者や病人に給付があり貧困者への救済があったことを理解する。
・戦後は憲法第25条により、生存権が認められ社会保障が確立したことを理解する。
	・当初の資本主義経済では社会保障が不十分だったが時代が進んでいくにつれて社会保障が取り入れられていくことに注意する。　

・現在では、資本主義経済と社会保障が両立している。
・今日の社会保障制度については、口頭で説明する。

・「アメとムチの政策」と聞いてどのような政策だと思うかを問う。

・資料集で政策について確認する。

・疾病保険法が世界初の社会保険であることに着目させる。
・エリザベス救貧法を資料集で確認する。

・「ゆりかごから墓場まで」での意味を確認する。

・社会保障ということばがここで初めて使用されたことを確認する。
資料集で恤救規則を確認すると同時に、恤救規則の給付が米代としての給付だったことを説明する。
憲法25条を口頭で言い、現在日本で保障制度が４つの柱であることを確認する。
	資料集
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(１)
資料集
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(１)
資料集P262
(３)　

	総括

5分
	・本時のまとめ
・次回予告
	・社会保障の目的、及び各国での社会保障制度を確認する。
　　・日本の生存権の保障による社会保障制度の体系を学習することを説明する。
	本時の内容を確認する。

	


